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　法を学ぶ児童



　

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方
に
は
穏
や

か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
拝
察
し
、
本
年
も
幸
多
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
平
素
よ
り
町
政
や
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
ご
支
援

を
た
ま
わ
り
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
１
年
、
世
界
も
日
本
も
大
き
く
動
き
ま
し
た
。
過
激
派
組

織
「
イ
ス
ラ
ム
国
」（
Ｉ
Ｓ
）
の
台
頭
と
世
界
各
地
で
頻
発
す
る

テ
ロ
事
件
、
シ
リ
ア
難
民
の
急
増
な
ど
目
が
離
せ
な
い
状
況
で
す
。

　

国
内
で
は
、
流
動
す
る
世
界
情
勢
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
と
安

全
保
障
関
連
法
案
が
成
立
し
ま
し
た
。
５
年
越
し
の
交
渉
で
大
筋

合
意
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
は
、
様
々
な
分
野
に

影
響
を
及
ぼ
し
、
特
に
農
業
分
野
で
の
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

第
３
次
安
倍
改
造
内
閣
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
加
え
て
、
一
段
の

経
済
対
策
強
化
と
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。実
効
性
の
あ
る
具
体
的
な
政
策
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

将
来
に
向
け
て
の
基
礎
づ
く
り

　

さ
て
、
嘉
島
町
で
す
が
、
昨
年
は
将
来
に
向
け
て
の
基
礎
づ
く

り
が
で
き
た
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

２
月
の
町
長
選
で
は
引
き
続
き
、
町
政
を
お
預
か
り
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
４
月
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

開
所
、
町
行
財
政
運
営
委
員
会
の
設
置
、
５
月
は
土
地
区
画
整
理

事
業
を
進
め
て
い
る
芝
原
地
区
約
５
・
３
㌶
が
市
街
化
区
域
に
編

入
さ
れ
、
７
月
は
消
費
喚
起
と
子
育
て
支
援
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
、
経
営
面
積
４
７
８
㌶
と
町
の
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
、

九
州
最
大
の
「
農
事
組
合
法
人
か
し
ま
広
域
農
場
」
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
同
月
に
は
、
政
府
の
地
方
創
生
策
に
伴
う
嘉
島
町
版
の

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
12
月
に
は
、
東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業
で
で
き

る
街
の
名
称
が
「
ゆ
う
す
い
の
杜
（
も
り
）」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

対
象
面
積
約
70
・
８
㌶
と
町
最
大
規
模
の
大
型
開
発
で
す
。

「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
で
さ
ら
な
る
飛
躍

　

今
年
は
、
町
に
と
っ
て
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す
。

　

東
部
台
地
の
「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
は
現
地
に
事
業
を
周
知
す
る

看
板
を
設
置
し
、
新
し
い
街
づ
く
り
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
メ
ー
ジ

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
。
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
企
業
、
商
店
な
ど

に
広
く
積
極
的
な
宣
伝
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

返
礼
品
を
充
実
さ
せ
た
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決

済
の
導
入
な
ど
で
利
便
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。
嘉
島
西
小
の
新
校

舎
も
春
に
は
完
成
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
町
の
人
口
は
少
し
ず
つ
で
す
が
順
調

に
増
え
て
い
ま
す
。
町
の
総
合
戦
略
は
、「
定
住
促
進
」
を
柱
に

「
産
業
振
興
・
雇
用
創
出
」「
子
育
て
環
境
づ
く
り
」
の
３
本
の

政
策
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。
区
画
整
理
や
企
業
誘
致
、
子
育
て
支

援
な
ど
、
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
き
た
道
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と

の
思
い
を
胸
に
、
将
来
に
向
か
っ
て
さ
ら
に
そ
の
方
向
性
を
強
化
、

発
展
さ
せ
る
も
の
で
す
。
近
い
う
ち
に
具
体
的
な
成
果
を
一
つ
出

せ
る
の
で
は
、
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
活
力
と
う
る
お
い
に
満
ち
た
田
園
文
化
都
市
」
を
基
本
理
念

と
す
る
第
５
次
町
総
合
計
画
と
連
動
さ
せ
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
、「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
住
ん
で
み
た
い
」
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

嘉
島
町
長

　

荒
木
泰
臣

謹んで新年の
お慶びを申し上げます
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

常
日
頃
か
ら
町
議
会
に
対
し
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
過
激
派
組
織
「
イ
ス
ラ
ム

国
」（
Ｉ
Ｓ
）
に
よ
る
た
び
重
な
る
テ
ロ
事
件
が
発
生
、
日
本
人

２
名
を
拘
束
し
殺
害
す
る
な
ど
日
本
中
が
震
撼
い
た
し
ま
し
た
。

　

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
い
じ
め
問
題
、
東
芝
の
不
適
切
会
計
、

年
金
機
構
の
個
人
情
報
流
出
、
横
浜
市
で
発
覚
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン

杭
打
ち
工
事
の
デ
ー
タ
改
ざ
ん
等
々
、
閉
塞
感
の
漂
う
１
年
と
思

わ
れ
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
た
ほ
か
、
日

経
平
均
株
価
が
15
年
ぶ
り
に
２
万
円
台
に
回
復
し
、
景
気
回
復
を

多
少
な
り
と
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
も
思
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
面
で
は
、
日
本
男
子
体
操
団
体
が
世
界
選
手
権
で
37

年
ぶ
り
に
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ

杯
（
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
）
で
日
本
代
表
が
強
豪
の
南
ア
フ
リ
カ
を

破
る
歴
史
的
な
大
金
星
を
挙
げ
、
１
大
会
で
３
勝
す
る
快
挙
を
成

し
遂
げ
る
な
ど
、
夢
と
感
動
を
も
た
ら
す
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
に
熊
本
で
開
催
さ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
も
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
本
県
に
お
い
て
も
相
当
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す

の
で
は
な
い
か
と
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

課
題
山
積
も
前
向
き
に
取
り
組
み

　

本
町
に
お
い
て
は
、
総
合
運
動
公
園
に
管
理
棟
及
び
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
が
完
成
。
基
幹
産
業
の
農
業
で
は
、
九
州
最
大
の
「
農
事

組
合
法
人
か
し
ま
広
域
農
場
」
が
設
立
さ
れ
、
注
目
を
浴
び
て
い

ま
す
。
東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
も

「
ゆ
う
す
い
の
杜
（
も
り
）」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

社
会
基
盤
の
整
備
で
は
、
快
適
な
居
住
環
境
づ
く
り
に
資
す

る
公
共
下
水
道
事
業
は
、
計
画
区
域
内
の
整
備
が
順
調
に
進
捗

し
て
お
り
、
合
併
浄
化
槽
と
の
設
置
と
合
わ
せ
た
整
備
率
は
、

81
・
８
％
に
達
し
て
お
り
ま
す
。
下
水
道
の
供
用
開
始
区
域
の

住
民
の
皆
様
の
下
水
道
へ
の
接
続
・
加
入
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
球
温
暖
化
防
止
等
の
環
境
対
策
、
教
育
環
境
の

充
実
、
福
祉
問
題
、
子
育
て
支
援
、
税
収
増
及
び
収
納
率
の
向
上
、

交
通
安
全
対
策
等
々
、
本
町
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
沢
山
あ
り

ま
す
。

　

人
口
減
少
が
心
配
さ
れ
る
昨
今
、
さ
ら
な
る
定
住
促
進
に
向
け
、

地
方
創
生
の
推
進
に
議
会
と
し
て
も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
努
力

　

昨
年
の
町
議
会
議
員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
６
名
の
新
し
い
議

員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
若
い
力
と
、
よ
り
よ
い
知
恵
を
借
り
な
が

ら
、
町
執
行
部
と
一
丸
と
な
り
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
と
開
か
れ

た
議
会
を
目
指
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
輝
か

し
い
１
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

嘉
島
町
議
会
議
長

　

川
上
國
治

明けまして
おめでとうございます
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広
域
農
場
支
援
な
ど
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、「
議

会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
１
年
間
は
町
の
将
来
に
向

け
て
の
基
礎
づ
く
り
が
で
き
た
年

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
全
体
の
人
口
が
減
少
し
て

い
る
な
か
、
嘉
島
町
は
少
し
ず
つ

で
す
が
増
え
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ

な
企
業
に
進
出
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
町
民
の
皆
さ
ん

の
お
か
げ
と
感
謝
申
し
上
げ
、
来

年
が
町
に
と
っ
て
さ
ら
な
る
飛
躍

の
年
に
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
議
会
か
ら
の
町
の
主
な
動

き
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

東
部
台
地
開
発
の

　

ネ
ー
ミ
ン
グ
募
集

　

町
施
行
に
よ
る
「
嘉
島
東
部
台

地
土
地
区
画
整
理
事
業
」
は
、
緑

【
主
な
条
例
と
補
正
予
算
等
】

○ 

平
成
28
年
１
月
か
ら
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
利
用
開
始
に
伴
う
条
例

制
定
と
関
連
条
例
改
正

○ 

農
業
委
員
会
委
員
を
議
会
同
意

に
よ
る
首
長
の
任
命
制
と
す
る

等
の
法
改
正
に
伴
い
、
町
農
業

委
員
会
の
委
員
定
数
16
人
を
17

人
に
増
員
す
る
条
例
改
正

○ 

平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

３
億
８
０
２
８
万
６
千
円
を
追

加
、
総
額
47
億
５
１
７
９
万
７

千
円
に

○ 

か
し
ま
広
域
農
場
設
立
に
伴
う

交
付
金
２
億
８
５
０
０
万
円
の

追
加

○ 

嘉
島
西
小
学
校
舎
増
築
事
業
の

国
庫
負
担
金
・
補
助
金
４
５
４

１
万
６
千
円

　

平
成
27
年
第
４
回
嘉
島
町
議
会

定
例
会
は
12
月
４
日
か
ら
７
日
ま

で
開
会
。
平
成
28
年
１
月
か
ら
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用
開
始
に
伴
う

条
例
制
定
や
、
法
改
正
に
伴
っ
て

町
農
業
委
員
会
の
委
員
定
数
を
17

人
に
す
る
条
例
改
正
、
27
年
度
一

般
会
計
予
算
に
３
億
８
０
２
８
万

６
千
円
を
追
加
し
て
総
額
47
億
５

１
７
９
万
７
千
円
と
す
る
補
正
予

算
案
な
ど
11
議
案
（
条
例
７
件
、

補
正
予
算
４
件
）
を
原
案
通
り
可

決
、
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
・
宮
村
博
之
さ
ん
の
任
期

満
了
に
伴
う
再
任
（
５
㌻
参
照
）
に

同
意
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
に
は
、
か
し
ま
広
域

農
場
設
立
に
伴
い
、
農
地
中
間
管

理
機
構
へ
の
農
地
集
積
に
対
す
る

同
農
場
へ
の
交
付
金
２
億
８
５
０

０
万
円
、
嘉
島
西
小
校
舎
増
築
工

事
の
国
庫
負
担
金
・
補
助
金
４
５

４
１
万
６
千
円
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

荒
木
町
長
は
９
月
定
例
会
以
降

の
主
な
町
の
動
き
と
し
て
、
か
し

ま
広
域
農
場
の
設
立
、
東
部
台
地

土
地
区
画
整
理
事
業
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
募
集
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
川
野
伸
一
、
中

津
芳
春
、
鍋
田
平
、
富
山
勝
の
４

議
員
が
、
集
落
活
性
化
や
か
し
ま

平
成
27
年
第
４
回
定
例
会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
条
例
制
定

広
域
農
場
交
付
金
約
３
億
円

議
会

豊
か
な
地
域
に
「
人
と
自
然
が
親

し
む
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
新
し
い
大
型
団
地
の
開
発
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
地
区
内
の
保
留
地
の

宣
伝
と
販
売
促
進
の
た
め
に
、
街

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
募
集
。
お
か
げ

さ
ま
で
１
５
１
７
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
現
在
、
一
次
審
査
が

済
み
、
１
０
０
点
ほ
ど
に
絞
り
込

ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
、
二
次
及
び
最
終
審
査
で

最
優
秀
作
品
１
点
、
優
秀
作
品
３

点
を
決
定
す
る
予
定
で
、
広
報
か

し
ま
新
年
号
に
発
表
予
定
で
す
。

（
12
月
10
日
の
最
終
審
査
で
、「
ゆ
う
す
い

の
杜
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
※
５
㌻
参
照
）

　

熊
本
中
央
一
般
廃
棄
物
処

　

理
施
設
整
備
促
進
協
議
会

　

上
益
城
５
町
に
阿
蘇
郡
西
原
村

を
加
え
た
６
町
村
の
一
般
廃
棄
物

の
適
正
処
理
等
を
広
域
的
に
推
進

す
る
た
め
、
本
年
４
月
に
「
熊
本

中
央
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備

促
進
協
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
で
は
、
平
成
28
年

度
ま
で
の
準
備
期
間
に
、
事
務
移

管
計
画
の
策
定
、
処
理
施
設
の
建

設
候
補
地
な
ど
が
協
議
、
決
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
は
「
一
部
事

務
組
合
」
を
設
置
し
て
事
務
を
移

行
す
る
こ
と
が
す
で
に
決
定
。
現

在
、
新
施
設
の
建
設
候
補
地
選
定

の
た
め
の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

新
施
設
は
平
成
37
年
度
か
ら
の

稼
働
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

広
域
農
場
法
人
設
立

　

本
町
の
集
落
営
農
組
織
６
団
体

を
統
合
し
て
、
組
合
員
数
３
９
３

人
、
経
営
面
積
約
４
８
０
㌶
と
い

う
九
州
最
大
規
模
、
国
内
で
も
有

数
の
「
農
事
組
合
法
人　

か
し
ま

広
域
農
場
」
の
設
立
総
会
が
先
月
、

町
民
会
館
ホ
ー
ル
ア
ク
ア
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
で
初
め
て
町
内
全
域
を
カ

バ
ー
す
る
農
事
組
合
法
人
が
誕
生

し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
営
農
組

織
の
方
々
と
土
地
利
用
型
農
業
を

推
進
し
て
き
た
町
と
し
て
も
誠
に

喜
ば
し
く
、
今
後
、
広
域
農
場
で

は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し

た
コ
ス
ト
削
減
と
構
成
員
の
収
益

最
大
化
を
目
的
に
、
強
い
土
地
利

用
型
農
業
の
実
現
を
目
指
し
て
い

か
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
上
益

城
や
県
、
農
業
公
社
と
も
連
携
し
、

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
た

農
地
集
積
や
経
営
改
善
等
の
助
言
、

情
報
提
供
等
の
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

町　

政　

報　

告
荒
木
町
長
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と
い
う
作
者
の
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
魚
釣
り
や
買
い
物
で

よ
く
嘉
島
町
を
訪
れ
る
と
い
う
竹

田
さ
ん
は
、「
嘉
島
に
な
じ
ん
で
い

ま
す
が
、
選
ば
れ
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

公
募
は
10
月
１
日
か
ら
１
カ

月
間
。
応
募
作
品
は
１
５
１
７
点
。

町
外
が
約
７
割
を
占
め
ま
し
た
。

　

審
査
員
は
町
議
会
や
都
市
計
画

審
議
会
、
商
工
会
な
ど
の
ほ
か
報

道
機
関
も
含
む
12
人
。
最
優
秀
賞

は
「
人
と
水
や
緑
な
ど
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
を
意
識
し
た
街
づ
く
り

に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
し
、
ひ
ら
が

な
文
字
で
親
し
み
が
持
て
る
点
も

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
部
台
地
の
事
業
区
域
は
約

70
・
８
㌶
。
約
９
０
０
区
画
を
予

定
、
店
舗
な
ど
利
便
施
設
の
立
地

も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

優
秀
賞
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
「
虹
の
丘
」
＝
今
井
美
枝
子
さ

ん
（
熊
本
市
北
区
）、
吉
田
純
志
さ

ん
（
東
京
都
西
東
京
市
）
▽
「
か

し
ま
そ
よ
風
台
」
＝
開
田
麻
美
さ

ん
（
熊
本
市
北
区
）
▽
「
夢
水
ヶ

丘
（
ゆ
め
み
が
お
か
）」
＝
木
村
浩

二
さ
ん
（
熊
本
市
西
区
）

　

嘉
島
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
宮
村
博
之
さ
ん

　

農
事
組
合
法
人
か
し
ま
広
域
農
場

（
工
藤
健
一
組
合
長
）
は
12
月
12

日
、
Ｊ
Ａ
上
益
城
嘉
島
支
所
の
敷

地
内
に
事
務
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

開
所
式
で
、
工
藤
組
合
長
は

「
町
が
一
体
と
な
っ
た
力
強
い
農

業
法
人
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き

た
。農
家
の
所
得
向
上
を
目
指
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
荒
木
町
長
や
蒲
島

郁
夫
熊
本
県
知
事
た
ち
が
農
場
へ

の
期
待
と
支
援
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

事
務
所
は
約
40
㎡
の
プ
レ
ハ
ブ
。

主
に
米
・
麦
・
大
豆
の
収
支
管
理

や
交
付
金
の
精
算
、
種
子
・
肥

料
・
農
薬
な
ど
の
受
注
取
り
ま
と

め
を
行
い
ま
す
。

　

地
方
創
生

　

地
方
創
生
に
つ
い
て
は
、
今
年

３
月
に
「
嘉
島
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
」
を
設
置
。
７

月
に
は
町
民
代
表
と
し
て
各
種
団

体
代
表
及
び
産
業
界
、
行
政
、
教

育
、
金
融
の
各
機
関
、
労
働
団
体
、

メ
デ
ィ
ア
等
か
ら
の
16
人
で
構
成

す
る
「
嘉
島
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
審
議
会
」
を

設
け
ま
し
た
。
審
議
会
は
「
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
総
合
戦
略
」
を

審
議
、
策
定
し
、
答
申
し
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

目
標
に
、
総
合
戦
略
に
基
づ
く
施

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
一
環
で
あ
る
、
熊

本
市
を
中
心
に
17
市
町
村
で
構
成

す
る
「
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
」

の
協
約
締
結
に
つ
い
て
は
、
平
成

28
年
３
月
の
定
例
会
で
提
案
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
寄
付
金
制
度

　

ふ
る
さ
と
寄
付
金
制
度
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
か
ら
７
種
類
の
返

礼
品
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ

イ
ト
で
全
国
的
に
Ｐ
Ｒ
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
決
済
を
導
入
し
て
寄
付
者

の
利
便
性
を
高
め
る
な
ど
、
よ
り

一
層
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

嘉
島
町
が
一
般
公
募
し
て
い
た

東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業

で
で
き
る
新
し
い
街
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
（
名
称
）
審
査
員
会
が
12
月
10

日
役
場
で
開
か
れ
、
熊
本
市
南
区

の
竹
田
正
宏
さ
ん
の
「
ゆ
う
す
い

の
杜
（
も
り
）」
が
最
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
他
に
優
秀
賞
３
点
、

４
人
が
選
ば
れ
、
表
彰
式
は
25
日

に
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
作
に
は
「
ゆ
た
か
な
水
、

う
つ
く
し
い
自
然
、
す
ば
ら
し
い

環
境
で
、
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
す
杜
」

宮村博之さん

宮
村　

博
之
さ
ん
（
鯰
）
再
任

（
鯰
）
が
任
期
満
了
に
伴
い
、
引

き
続
き
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
の
評
価
に
関
し
て
不

服
申
し
立
て
が
あ
っ
た
と
き
、
委

員
会
を
開
い
て
審
査
し
ま
す
。
任

期
は
３
年
で
す
。

　

宮
村
さ
ん
は
専
業
農
家
で
、
平

成
24
年
に
就
任
。
今
回
の
任
期
は

30
年
12
月
23
日
ま
で
で
す
。

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

「
ゆ
う
す
い
の
杜も

り

」

東
部
台
地
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区

新
し
い

街
は
…

か
し
ま
広
域
農
場

　

事
務
所
開
設

「
街
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
」
表
彰
式
。

前
列
中
央
が
最
優
秀
賞
の
竹
田
さ
ん

広報かしま
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が
披
露
さ
れ
、
玄
関
ホ
ー
ル
に
は

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
愛
好
会
や
手
芸
教

室
の
作
品
、
会
議
室
に
は
小
中
学

生
や
書
道
教
室
の
作
品
な
ど
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

親
子
会
や
老
人
会
な
ど
が
作
っ

た
煮
込
み
う
ど
ん
や
お
に
ぎ
り
も

振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

下
六
嘉
の
井
上
紀
久
さ
ん
が
秋

の
叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
。

11
月
24
日
、
来
庁
し
て
荒
木
町
長

に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
は
11
月
６
日
、
東
京
の
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で
。

　

井
上
さ
ん
は
昭
和
34
年
か
ら
平

成
12
年
ま
で
熊
本
県
警
察
に
奉
職
。

昭
和
39
年
か
ら
退
職
時
ま
で
鑑
識

課
員
一
筋
で
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
第
４
回
嘉
島
町
議
会

臨
時
会
は
12
月
24
日
開
会
。
上
益

城
広
域
連
合
に
行
政
不
服
審
査
会

を
設
置
す
る
規
約
改
正
案
を
原
案

通
り
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

審
査
会
設
置
を
義
務
付
け
た
行

政
不
服
審
査
法
改
正
に
伴
い
、
関

係
５
町
に
関
す
る
行
政
不
服
審
査

請
求
に
関
し
て
、
広
域
連
合
で
一

括
対
応
す
る
も
の
で
す
。

　

荒
木
町
長
夫
妻
は
天
皇
誕
生
日

の
12
月
23
日
、
宮
中
の
豊
明
殿
で

開
か
れ
た
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
ご

臨
席
の
宴
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

町
長
が
国
民
健
康
保
険
中
央
会

副
会
長
を
務
め
て
い
る
こ
と
か
ら

招
待
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

宴
会
は
午
後
１
時
か
ら
40
分
間
。

皇
族
方
や
安
倍
総
理
を
は
じ
め
三

権
の
長
、
各
界
の
代
表
な
ど
約
４

０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
、「
両
陛
下
や
ご

皇
族
に
間
近
で
お
会
い
で
き
、
大

変
あ
り
が
た
く
、
感
激
い
た
し
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
祭

は
12
月
12
日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
約
１
２
０
人
が
来
場
、

踊
り
や
歌
、
作
品
展
示
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
小
学
生
の
作
文

発
表
や
舞
踊
、
社
交
ダ
ン
ス
な
ど

　

人
権
週
間
中
の
12
月
６
日
、

「
第
10
回
か
み
ま
し
き
人
権
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
５
」
が
イ
オ
ン
モ
ー

ル
熊
本
で
開
か
れ
、
嘉
島
中
生
徒

は
作
文
を
発
表
、
嘉
島
幼
稚
園
児

は
人
権
啓
発
の
歌
や
ダ
ン
ス
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

熊
本
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
上

益
城
部
会
（
井
口
誠
一
会
長
）
が

人
権
週
間
（
12
月
４
〜
10
日
）
中

に
毎
年
開
催
。
上
益
城
郡
町
村
会

長
の
荒
木
町
長
が
「
相
手
の
気
持

ち
を
考
え
、
思
い
や
り
の
心
を

育
て
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

嘉
島
幼
稚
園
さ
く
ら
組
31
人
は
、

「
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」
な
ど
元

気
い
っ
ぱ
い
の
歌
や
ダ
ン
ス
で
笑

顔
を
届
け
ま
し
た
。

　

イ
オ
ン
ホ
ー
ル
で
は
郡
内
６
中

学
校
10
人
に
よ
る
人
権
作
文
発
表

会
が
開
か
れ
、
嘉
島
中
１
年
生
の

岡
本
凜
さ
ん
は
「
全
て
の
人
が
笑

顔
に
な
る
た
め
に
」、
同
２
年
の

井
上
彩
さ
ん
は
「
救
い
の
手
を
さ

し
出
し
て
」、
同
３
年
の
安
永
真

彩
さ
ん
は
「
み
ん
な
が
笑
顔
で
過

ご
せ
る
た
め
に
」
と
題
し
て
発
表

し
ま
し
た
。

議
会
平
成
27
年

第
４
回
臨
時
会

行
政
不
服
審
査
会

広
域
連
合
に
設
置

　

町
文
化
セ
ン
タ
ー

　

文
化
祭
に
ぎ
わ
う

秋
の
叙
勲
を
報
告

下
六
嘉 

井
上 

紀
久 

さ
ん

か
み
ま
し
き
人
権
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５

嘉
島
中
生
・
幼
稚
園
児
が
発
表

天
皇
誕
生
日

宮
中
宴
会

荒
木
町
長
夫
妻
出
席宮中宴会の招待状

にぎわった文化センター文化祭

井上さん夫妻（中央、右）

歌やダンスを披露する嘉島幼稚園児

嘉島中３年
安永真彩さん

嘉島中２年
井上　彩さん

嘉島中１年
岡本　凜さん
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目
指
せ
!! 

三
連
覇

　

ぼ
く
は
今
年
は
、
サ
ッ
カ
ー
と

勉
強
を
目
標
と
し
て
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

理
由
は
、
サ
ッ
カ
ー
は
今
年
で

六
年
生
が
卒
業
だ
か
ら
最
後
の
試

合
を
優
勝
し
て
、
く
い
の
な
い
よ
う

に
卒
業
し
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。

勉
強
は
、
あ
と
一
年
で
卒
業
し
て

中
学
校
だ
か
ら
今
の
内
に
少
し
に

が
て
な
理
科
を
が
ん
ば
っ
て
お
き

た
い
で
す
。

東小 5年

川
かわかみ

上　彰
あき

登
と

　

将
来
の
夢
は
ネ
イ
リ
ス
ト

　

私
の
将
来
の
夢
は
ネ
イ
リ
ス
ト

で
す
。
理
由
は
お
母
さ
ん
の
足
に

ネ
イ
ル
を
し
て
み
て
楽
し
か
っ
た

し
色
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
も
自
分
で

決
め
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
今
は
お

母
さ
ん
の
足
で
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
大
人
に
な
っ
た
ら
、
お
友
達

に
ネ
イ
ル
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
み
ん
な
か
ら
喜
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
勉
強
し
て
立
派
な
ネ

イ
リ
ス
ト
に
な
り
た
い
で
す
。

西小 5年

村
むらかみ

上　莉
り こ

子

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
で
が
ん
ば
る
こ
と

　

ぼ
く
の
目
標
は
、
せ
を
の
ば
す

こ
と
と
点
を
き
め
て
上
手
く
な
る

こ
と
で
す
。
最
近
は
点
を
き
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
け
ど
ま
だ
少

な
い
か
ら
相
手
を
抜
く
技
も
練
習

し
て
、
点
を
と
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

身
長
は
百
五
十
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
ま
で
の
ば
し
た
い
で

す
。
だ
か
ら
毎
日
、
牛
乳
を
の
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

西小 5年

後
ご

藤
とう

　元
げん

希
き

　

挑
戦
す
る
ぞ
!! 

　

今
年
の
目
標
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
目
は
何
事
に
も
ち
ょ
う
せ
ん

で
す
。
発
表
は
は
ず
か
し
く
て
す

ぐ
あ
き
ら
め
て
い
た
け
ど
、
今

年
か
ら
は
す
ぐ
に
あ
き
ら
め
ず
、

ち
ょ
う
せ
ん
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

２
つ
目
は
あ
い
さ
つ
で
す
。
地

域
の
人
に
会
っ
て
も
笑
顔
で
元
気

に
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
今
年

か
ら
は
笑
顔
で
元
気
に
あ
い
さ
つ

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。 東小 5年

山
やまもと

本　結
ゆ

愛
あ

　

将
来
の
夢
は
大
工

　

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
大
工
に
な

る
こ
と
で
す
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
で
物
を
組
み
立
て

る
こ
と
が
好
き
で
大
工
に
な
り
た

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
も
、
ぼ
く
は
力
が
弱
い
し
漢

字
も
苦
手
な
の
で
、
あ
ま
り
向
い

て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど

も
、
大
工
に
な
る
た
め
に
、
今
年

は
特
に
運
動
し
て
、
し
っ
か
り
力

を
つ
け
た
い
で
す

東小 5年

酒
さか

井
い

　風
かず

葉
は

　

歌
手
を
め
ざ
せ
！

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
歌
手
で
す
。

私
は
、
み
ん
な
を
笑
顔
に
で
き
る

よ
う
な
歌
手
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
た
く
さ
ん

歌
っ
た
り
自
分
も
楽
し
ん
で
歌
う

こ
と
を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
か
ら
で
き
る
こ
と
を
少
し
ず

つ
が
ん
ば
り
、
大
き
な
夢
に
近
づ

け
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま

す
。

西小 5年

内
うちうら

浦 くるみ

　

勉
強
を
が
ん
ば
る
!! 

　

ぼ
く
が
今
年
が
ん
ば
る
こ
と
は
、

勉
強
で
す
。　

　

特
に
が
ん
ば
り
た
い
の
は
国
語

で
す
。
国
語
で
は
、
文
章
な
ど
を

読
ん
で
、
よ
く
理
解
す
る
こ
と
や
、

漢
字
を
き
れ
い
に
書
け
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
漢
字
は
、

今
年
も
た
く
さ
ん
習
う
だ
ろ
う
か

ら
き
ち
ん
と
お
ぼ
え
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
す
。
な
の
で
、
国
語
を
が

ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 西小 5年

下
しも

津
つ

　翔
しょうた

大

　

私
が
大
人
に
な
っ
た
ら

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
な
で
し
こ

ジ
ャ
パ
ン
の
選
手
で
す
。
な
り
た

い
理
由
は
、
お
父
さ
ん
が
サ
ッ

カ
ー
選
手
に
な
れ
な
か
っ
た
の
で
、

私
が
お
父
さ
ん
の
代
わ
り
に
な
ろ

う
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
今
年
は
人
一
倍
部
活
を
が

ん
ば
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
大

人
に
な
っ
た
ら
、
川
澄
選
手
の
よ

う
な
か
っ
こ
い
い
な
で
し
こ
ジ
ャ

パ
ン
の
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。

東小 5年

大
おおたに

谷　百
もも

華
か

今年の目標今年の目標
 将来の夢！ 将来の夢！

嘉島東・西小学校の５年生はことし年男と年女で、最上
級の６年生になります。ことしの目標や将来の夢を両小
の８人に寄せてもらいました。（順不同。敬称略）

年
男

 
年
女
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※
表
紙
参
照

　

嘉
島
西
小
学
校
で
11
月
29
日
、

同
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
西
上
尚
美
会
長
）

の
バ
ザ
ー
が
あ
り
、
児
童
や
保
護

者
、
先
生
に
地
域
の
人
た
ち
も
大

勢
参
加
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
行
事
で
、
物
販

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
石
け
ん
や
タ
オ
ル
、

食
器
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
「
商
品
」
が
千
点
余
り
も
並
び
、

入
場
制
限
を
す
る
ほ
ど
の
盛
況
で
、

15
分
余
ほ
ど
で
あ
ら
か
た
売
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

食
バ
ザ
ー
で
は
駄
菓
子
や
ぜ
ん

ざ
い
、
豚
汁
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な

ど
を
学
年
ご
と
に
販
売
、
ど
こ
も

長
い
列
が
で
き
ま
し
た
。
か
し
ま

太
鼓
の
演
奏
や
お
楽
し
み
抽
選
会
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

大
盛
況
！

西
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

　

嘉
島
西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
西
上

尚
美
会
長
）
の
教
育
講
演
会
は
12

月
10
日
、
同
小
体
育
館
で
開
か
れ
、

元
小
学
校
長
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

チ
ェ
ン
ジ
ラ
イ
フ
熊
本
理
事
の
三

角
幸
三
さ
ん
が
ゲ
ー
ム
を
交
え
な

が
ら
、「
親
と
子
の
マ
ジ
ッ
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
て

話
し
ま
し
た
。

　

４
〜
６
年
生
と
、
他
学
年
を
含

む
保
護
者
が
参
加
。
三
角
さ
ん
は
、

「
肉
と
魚
に
野
菜
も
食
べ
る
と

（
健
康
的
な
）
バ
ナ
ナ
ウ
ン
チ
が

出
ま
す
」「
朝
ご
は
ん
は
、
体
を

動
か
し
、
頭
を
動
か
し
、
ウ
ン
チ

を
出
す
ス
イ
ッ
チ
」
と
話
し
、
み

そ
汁
の
具
や
、
イ
チ
ゴ
は
野
菜
か

果
物
か
な
ど
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
ゲ
ー
ム
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
幼
稚
園
、
幼
光
保
育
園
、

嘉
島
保
育
園
の
園
児
た
ち
は
12
月
、

年
末
恒
例
の
マ
ラ
ソ
ン
や
も
ち
つ

き
、
ク
リ
ス
マ
ス
発
表
会
を
楽
し

み
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
写
真
で

紹
介
し
ま
す
。

親
と
子
の
マ
ジ
ッ
ク

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

西
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会講師の三角幸三さん

マ
ラ
ソ
ン
・
も
ち
つ
き
・
ク
リ
ス
マ
ス

《
嘉
島
幼
稚
園
》
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嘉
島
中
学
校
１
年
生
２
人
の
ロ

ボ
コ
ン
チ
ー
ム
が
12
月
12
、
13
日
、

福
岡
県
粕
屋
郡
篠
栗
町
で
開
か
れ

た
第
19
回
創
造
ア
イ
デ
ア
ロ
ボ
ッ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
九
州
中
学
生
大
会

で
、
見
事
ア
イ
デ
ア
賞
を
獲
得
し

ま
し
た
。

　

２
人
は
、
中
村
謙
吾
君
と
橋
口

佳
司
君
。
11
月
の
県
大
会
の
「
基

礎
部
門
」
で
ア
イ
デ
ア
賞
を
取
っ

て
九
州
大
会
に
進
み
ま
し
た
。

　

九
州
大
会
に
は
各
県
か
ら
32

チ
ー
ム
が
出
場
。
２
〜
６
足
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
で
、
長
さ
約

１
・
８
㍍
の
コ
ー
ス
を
、
途
中
に

あ
る
ベ
ニ
ア
板
の
障
害
を
乗
り
越

え
て
往
復
し
、
そ
の
タ
イ
ム
を
競

い
ま
し
た
。

　

２
人
の
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
３
足
の

「
い
っ
て
カ
エ
ル
く
ん
」。
県
大

会
後
に
足
回
り
や
モ
ー
タ
ー
を
変

え
、
外
観
は
黄
色
、
目
玉
も
つ
け

て
カ
エ
ル
に
似
せ
ま
し
た
。
タ
イ

ム
で
は
決
勝
に
は
進
め
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
４
足
や
６
足
が
大
半
の

中
、
外
観
や
動
き
な
ど
が
評
価
さ

れ
、
上
位
６
チ
ー
ム
に
入
る
「
ア

イ
デ
ア
賞
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

左
か
ら
、
指
導
し
た
農
山
先
生
、

　
　
　
　
　

中
村
君
、
橋
口
君

嘉島中１年生
中村 謙吾 君
橋口 佳司 君

ロボコン九州大会
アイデア賞獲得

　

嘉
島
親
子
茶
道
教
室
が
毎
月
第

２
、
４
土
曜
日
、
町
民
会
館
和
室

で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
文
化
庁
の

伝
統
文
化
親
子
教
室
事
業
で
、
年

15
回
の
開
催
で
す
。　
※
表
紙
参
照

　

12
月
12
日
の
教
室
に
は
町
内
の

小
中
学
生
や
親
子
13
人
が
出
席
。

裏
千
家
正
教
授
の
杉
本
宗
美
先
生

た
ち
が
指
導
、
お
茶
の
い
た
だ
き

方
、
お
客
さ
ま
を
も
て
な
す
心
遣

い
、
客
と
し
て
招
か
れ
た
時
の
作

法
な
ど
基
本
的
な
礼
儀
作
法
を
学

び
ま
し
た
。

　

家
族
の
ふ
れ
あ
い
や
日
本
文
化

習
得
、
豊
か
な
人
間
性
の
涵
養
の

場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

親子茶道教室の皆さん

おもてなし、心遣い…

伝統文化で
　　ふれあい

親子茶道教室

《
幼
光
保
育
園
》　  

※
表
紙
参
照

《
嘉
島
保
育
園
》
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児
童
た
ち
が
１
年
間
の
学
習
の

成
果
を
発
表
す
る
会
が
、
嘉
島
西

小
学
校
で
は
11
月
27
日
、
嘉
島
東

小
学
校
で
は
12
月
６
日
、
そ
れ
ぞ

れ
の
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
自
分
た
ち
で
調
べ

考
え
学
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
を
、

劇
や
歌
、
演
奏
、
ク
イ
ズ
な
ど
多

彩
な
表
現
で
披
露
。
保
護
者
や
地

域
の
人
た
ち
は
、
わ
が
子
の
成
長

し
た
姿
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
、
大

き
な
声
で
は
き
は
き
と
発
表
す
る

児
童
に
大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。               

※
表
紙
参
照

　

壁
際
に
展
示
さ
れ
た
習
字
や
版

画
、
絵
な
ど
の
作
品
に
も
熱
心
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

嘉
島
西
小
学
校

「５年生のSeven Steps!」「５年生のSeven Steps!」 １年生「くじらぐも」１年生「くじらぐも」

６年１組英語劇「浦島太郎」６年１組英語劇「浦島太郎」

６年２組英語劇「桃太郎」６年２組英語劇「桃太郎」

４年生「車のいろは空のいろ」４年生「車のいろは空のいろ」２年生「わくわくドキドキ町たんけん」２年生「わくわくドキドキ町たんけん」 「三年生の１日」「三年生の１日」

２年生「つながるいのち」２年生「つながるいのち」 ４年生「手話と点字で伝えよう」４年生「手話と点字で伝えよう」 ６年生「戦争と平和」６年生「戦争と平和」

嘉
島
東
小
学
校

５年生「未来の嘉島町のために」５年生「未来の嘉島町のために」 １年生「くじらぐも」１年生「くじらぐも」３年生「三年とうげ」３年生「三年とうげ」

大きな声ではきはきと
劇、歌、演奏、クイズ…

多彩な表現で成果披露
東小
西小 学習発表会
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嘉
島
中
学
校
駅
伝
競
走
ク
ラ
ス
マ
ッ

チ
大
会
は
12
月
17
日
、
同
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
学
校
周
回

の
20
区
間
・
20
㌔
の
コ
ー
ス
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

級
友
と
協
力
し
合
っ
て
体
力
を
養
う

恒
例
行
事
。
今
年
で
６
回
目
。
１
人
１

〜
３
区
間
を
走
り
、
各
ク
ラ
ス
２
〜
３

チ
ー
ム
が
出
場
、
ク
ラ
ス
の
平
均
タ
イ

ム
で
競
う
総
合
力
勝
負
の
大
会
で
す
。

　

髙
森
校
長
は
、「
最
後
ま
で
本
気
で
走

れ
」。
生
徒
会
体
育
委
員
長
の
林
田
久
遠

君
は
、「
最
後
ま
で
走
り
抜
く
」
と
宣
誓
。

　

寒
風
の
中
、
生
徒
は
全
力
で
走
り
抜

き
、
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
応
援
の
声
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
協

会
主
催
の
12
月
大
会
は
12
月
13
日
、

町
民
体
育
館
で
開
催
。
10
チ
ー
ム

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　

▽
優　

勝　
　

土
曜
会
Ｃ

　

▽
準
優
勝　
　

ロ
ッ
カ
ー
ズ

　

▽
３　

位　
　

ク
レ
ー
ル
Ｂ

　

▽
敢
闘
賞　
　

球
友
会

　

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
は
初
心

者
で
も
取
り
組
み
や
す
い
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

 

嘉
島
町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

協
会
事
務
局　

矢
野

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
３
５－
６
５
５
６

E
-m
ail

　

kashim
a.bbva@

gm
ail.com

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。

各種大会等予定 

元気よくスタートする１区の選手たち

嘉島町総合運動公園

　

町
総
合
運
動
公
園
内
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

が
完
成
、
12
月
22
日
か
ら
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ー
ト
は
２
面
。
公
園
南
東
側
、
多
目

的
競
技
場
と
大
型
遊
具
の
あ
る
芝
生
広
場

の
間
に
あ
り
ま
す
。
水
は
け
の
よ
い
全
天

候
型
の
砂
入
り
人
工
芝
を
敷
き
、
周
囲
は

フ
ェ
ン
ス
。
総
工
費
は
約
３
１
６
７
万
円
。

　

利
用
時
間
や
料
金
な
ど
詳
し
く
は
、
町

教
育
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
完
成
で
、
総
合
運
動

公
園
の
競
技
施
設
整
備
は
一
段
落
で
す
が
、

引
き
続
き
、
駐
車
場
の
増
設
な
ど
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

町
教
育
委
員
会
☎
２
３
７－

０
０
５
８

全力で走り抜け！ 　 総合力で勝負 嘉 島 中 駅 伝
クラスマッチ

優勝した土曜会Cチーム

完成した総合運動公園テニスコート

町
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ

レ
ー
協
会
12
月
大
会

一
般
利
用
開
始

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

総
合
運
動

公
園

広報かしま
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《
1
〜
２
月
の
休
館
日
》

１
月　

12
、
18
、
25
日

２
月　

１
〜
５
、
８
、
15
、
22
、

29
日
（
２
〜
５
日
は
臨
時
休
館
）

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

は
利
用
で
き
ま
す
。

☆
貸
出
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た

め
に
返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

《
お
は
な
し
会
》

　

１
月
13
、27
日
、２
月
10
日
の
15
時

半
か
ら
、読
み
聞
か
せ
の
部
屋
で
。

嘉  島  町  民  会  館

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌

日
）・
12
月
28
日
〜
１
月
４
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況等は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。

ホール「アクア」催物案内 平成27年12月28日現在
月 日 曜 ホール催し物 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

1

10 日 嘉島町成人式 11:00 － 嘉島町教育委員会 　☎ 237‒0058

17 日 劇団つめ草公演　「冒険者たち」
14:00 大人 2,000 円

やまなみこども園 　☎ 369‒1866
18:00 小～高校生

1,000 円

23 土 大光保育園　生活発表会 9:00 － 大光保育園   ☎ 378‒6538
30 土 よいこのつどい２ 9:00 無料 せきれい保育園  ☎ 367‒3614

31 日 第 13 回太鼓祭り　鼓心祭２０１６ 15:00
前売り 1,000 円

鼓心会事務所  ☎ 0964‒28‒7405
当日 1,500 円

2

6 土 幼光保育園　みんなの発表会 9:00 － 幼光保育園　  ☎ 237‒0601

7 日 スコラカントールム熊本 第 5 回演奏会 14:00 1,500 円 スコラカントールム熊本
迫口  ☎ 090‒9077‒6730

14 日 第３回スタインウェイ・コンクール in Japan
熊本地区審査・受賞者コンサート 14:00 無料 古城ピアノ社  ☎ 384‒9643

21 日 嘉島幼稚園発表会 9:00 － 嘉島幼稚園  ☎ 237‒5210

　

こ
の
本
は
知
恵
を
つ
か
い
生
き

て
い
く
野
生
動
物
た
ち
の
、
感
動

の
物
語
が
６
編
入
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
一
番
心
に
残
っ
た

物
語
は
、「
お
か
し
な
子
グ
マ
、
ジ
ョ

ニ
ー
」
で
す
。
最
初
は
仲
が
良
か
っ

た
子
グ
マ
親
子
で
し
た
が
、
あ
る

き
っ
か
け
で
お
母
さ
ん
に
み
す
て
ら

れ
て
し
ま
う
ジ
ョ
ニ
ー
。
ホ
テ
ル
の

人
に
保
護
さ
れ
た
ジ
ョニ
ー
の
心
は

少
し
ず
つ
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。

シ
ー
ト
ン
の
動
物
記

野
生
の「
い
の
ち
」、６
つ
の
物
語
」

シ
ー
ト
ン
・
作　

谷
村
志
穂
・
訳

𠮷
田
圭
子
、
飯
野
ま
き
、
吉
岡
さ

や
か
・
絵　

集
英
社
み
ら
い
文
庫

嘉島東小学校５年

奥田 彩花さん

☆本のご寄贈、ありがとうございました。

　宮原 雄次様（高田）、西山 和枝様（上島）、河原 君代様（井寺）

おすすめ本
武蔵と無二斎
 火坂雅志
若冲
 澤田瞳子
ジャイロスコープ
 伊坂幸太郎
ぼくは勉強ができない
 山田詠美
永い言い訳
 西川美和
フォアビート・ノスタルジー
 石原慎太郎
君は人生を戦い抜く覚悟ができているか？
 鳥越俊太郎
40代からは「記憶法」が変わります
 菅原洋平
ふうふう　鍋もの・汁もの
 文　奥村彪生　絵　上田みゆき

日本がもし100人の村だったら
 池上彰　協力・池田香代子
約束の国への長い旅
 篠輝久　著
鬼の市 鳥野美和子・作
 たごもりのりこ・絵
童話の島じま３ 作者・山下明生
 画家・梶山俊夫
おにたのぼうし 文・あまんきみこ
 絵・いわさきちひろ
そらまめくんのあたらしいベッド
 なかやみわ・さく
もちもちおもち
 庄司三智子
ふくはうち 文／中川ひろたか
 絵／長谷川義史
おふくさん
 ぶん・え　服部美法
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適
応
性
検
査

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
総
務
課
人
事
広
報
係

☎
２
３
７－

１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
内
線
２
１
１
）

嘉
島
町
非
常
勤
職
員
募
集

保
健
師
・
管
理
栄
養
士

○
募
集
条
件
・
人
員　

　

保
健
師
免
許
を
有
す
る
方

　

 

１
人
程
度

　

管
理
栄
養
士
免
許
を
有
す
る
方

 

１
人
程
度

○
勤
務
内
容　

　

訪
問
等
に
よ
る
保
健
ま
た
は
栄
養
指

導
等

○
任
用
予
定
期
間

　

平
成
28
年
４
月
１
日

 

〜
平
成
29
年
３
月
31
日

○
勤
務
時
間　

８
時
半
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　

※
週
29
時
間
以
内

○
報
酬　

日
額
８
１
５
０
円

 

（
１
時
間
あ
た
り
１
０
５
１
円
）

○
選
考
方
法

　

書
類
審
査
の
後
、
面
接
に
よ
り
選
考

○
応
募
方
法

　

写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書
（
市
販
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
保
健
師
ま
た

は
管
理
栄
養
士
の
免
許
証
の
写
し
を
添

○ 

申
込
手
続　

試
験
申
込
書
を
持
参
か

郵
送
（
申
込
書
は
役
場
総
務
課
に
請

求
す
る
か
嘉
島
町
役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

○
試
験
日　

・ 

１
次
試
験　

２
月
14
日
（
日
）
８
時

半
集
合

・ 

２
次
試
験　

１
次
試
験
合
格
者
の
み

３
月
３
日
（
木
）

○
試
験
場　

嘉
島
町
役
場

○ 

試
験
の
種
類　

教
養
、
作
文
、
職
場

嘉
島
町
職
員
採
用
試
験

○
職
種　

一
般
事
務

○
区
分　

高
等
学
校
卒
業
程
度

○
採
用
予
定
人
員　

２
人
程
度

○ 

受
験
資
格　

平
成
元
年
４
月
２
日
〜

10
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

○ 

受
付
期
間　

１
月
12
日
（
火
）
〜
１

月
29
日
（
金
）
※
土
、
日
を
除
く
８

時
半
〜
17
時
。
郵
送
は
１
月
29
日
消

印
ま
で
有
効

　

熊
延
（
ゆ
う
え
ん
）
鉄
道
は
大
正
元

（
１
９
１
２
）
年
、
熊
本
と
延
岡
を
結

ぶ
鉄
道
敷
設
を
目
指
し
て
設
立
。
同
４

（
１
９
１
５
）
年
に
熊
本
市
春
竹
（
現
・

南
熊
本
）
―
上
益
城
郡
嘉
島
村
（
現
・

嘉
島
町
）
鯰
間
が
開
業
、
昭
和
７
（
１

９
３
２
）
年
に
は
下
益
城
郡
砥
用
町

（
現
・
美
里
町
）
ま
で
延
伸
し
ま
し
た
が
、

自
動
車
の
普
及
に
よ
り
、
同
39
（
１
９

６
４
）
年
に
廃
線
と
な
り
ま
し
た
。

　

熊
本
市
―
嘉
島
間
の
開
業
百
年
を
記

念
し
て
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

甲
佐
、
嘉
島
、
御
船
、
美
里
各
町
の

会
場
は
約
２
０
０
点
の
写
真
パ
ネ
ル
を

リ
レ
ー
形
式
で
展
示
。
熊
本
市
の
２
会

場
は
一
部
展
示
と
な
り
ま
す
。

○
展
示
会
場
と
展
示
期
間

◇
甲
佐
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

１
月
13
日
（
水
）
〜
１
月
24
日
（
日
）

◇
嘉
島
町
民
会
館

　

１
月
26
日
（
火
）
〜
２
月
７
日
（
日
）

◇
御
船
街
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

２
月
10
日
（
水
）
〜
２
月
21
日
（
日
）

◇
美
里
町
役
場
中
央
庁
舎

　

２
月
24
日
（
水
）
〜
３
月
４
日
（
金
）

◇
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　

１
月
25
日
（
月
）
〜
２
月
８
日
（
月
）

◇
Ｊ
Ｒ
南
熊
本
駅

　

１
月
13
日
（
水
）
〜
３
月
４
日
（
金
）

※
会
場
の
休
館
日
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

熊
延
鉄
道
開
業
１
０
０
周
年
記
念
写
真

展
実
行
委
員
会
（
熊
本
県
上
益
城
地
域

振
興
局
総
務
振
興
課
）

　
　
　
　
　
　

☎
２
８
２－

３
０
４
４

砥
用
延
伸
に
合
わ
せ
て
増
備
さ
れ
た
５
号
機
。

場
所
は
佐
俣
―
甲
佐
間
。
撮
影
年
不
詳
（
熊

本
バ
ス
所
蔵
）

熊
延
鉄
道
開
業
１
０
０
周
年

記
念
写
真
展

広報かしま
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必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も

熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
地
域
別
最
低
賃
金 

６
９
４
円

※
効
力
発
生　

平
成
27
年
10
月
17
日

○
産
業
別
最
低
賃
金 

※
適
用
範
囲
有

・ 

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器

具
製
造
業 

７
３
８
円

・ 

自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、
船
舶

製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業

 

７
８
７
円

・
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
７
１
２
円

※
効
力
発
生　

平
成
27
年
12
月
13
日

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　
　
　
　

☎
３
５
５－

３
２
０
２

最
低
賃
金
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ

無
料
相
談

　

最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
対
応
し
た
賃

金
引
上
げ
に
取
り
組
む
中
小
企
業
の
支

援
と
し
て
、
経
営
面
と
労
働
面
の
相
談

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
無
料

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
ご
要
望
に
よ
り

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
専
門
家
を
派

遣
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
最
低
賃
金

　
　
　

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
３
２
４－

１
１
２
４

え
て
提
出
先
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
く

だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

１
月
12
日
（
火
）
〜
２
月
５
日
（
金
）

※
持
参
は
土
・
日
を
除
く
８
時
半
か
ら

17
時
15
分
ま
で
。
郵
送
は
２
月
５
日

（
金
）
の
消
印
有
効

【
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　
　

嘉
島
町
上
島
５
３
０
番
地

　
　
　
　

嘉
島
町
役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　
　

☎
２
３
７－
２
５
７
４

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員

○
募
集
人
員　

１
人

○
受
験
資
格　

嘉
島
町
在
住
で
調
理
師

免
許
又
は
同
等
の
資
格
を
有
す
る
人

○
職
務
内
容　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
し
、
給
食
調
理
業
務
に
従
事

○
任
用
予
定
期
間

　

平
成
28
年
２
月
〜
３
月
31
日

※
そ
の
後
１
年
ご
と
の
更
新
の
可
能
性

あ
り

○
勤
務
時
間　

８
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　

※
週
29
時
間
以
内

○
選
考
方
法　

作
文
及
び
面
接

○
応
募
方
法　

履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
持
参
又
は
郵
送
下
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

１
月
12
日
（
火
）
〜
１
月
29
日
（
金
）

　

※
持
参
は
土
・
日
を
除
く
８
時
半
か

ら
17
時
ま
で
。
郵
送
は
１
月
29
日（
金
）

の
消
印
有
効

【
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　
　

嘉
島
町
大
字
上
島
９
２
０
番
地

　
　
　

嘉
島
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
９
２
５

嘉
島
町
農
業
委
員
会
委
員
募
集

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改

正
で
、
農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
従
来

の
公
選
制
か
ら
任
命
制
に
変
更
さ
れ
た

た
め
、
地
域
か
ら
の
推
薦
と
公
募
に
よ

り
農
業
委
員
の
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
期
間

　

１
月
４
日
（
月
）
〜
１
月
31
日
（
日
）

○
募
集
人
数

　

推
薦
、
公
募
あ
わ
せ
て
16
人

○
応
募
資
格

・
農
業
に
関
す
る
識
見
を
有
し
、
農
地

等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る

事
項
そ
の
他
の
農
業
委
員
会
の
所
掌
に

属
す
る
事
項
に
関
し
そ
の
職
務
を
適
切

に
行
う
こ
と
が
で
き
る
者

・
嘉
島
町
に
住
所
を
有
す
る
者

○
委
員
任
期

　

平
成
28
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
31
年
３
月
31
日

○
推
薦
及
び
応
募
方
法

　

推
薦
書
類
・
応
募
書
類
を
嘉
島
町
農

業
委
員
会
（
役
場
農
政
課
）
に
提
出

　

※
書
類
は
嘉
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
又
は
嘉
島
町
農
業
委

員
会
に
て
配
付

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
２
９

雇
用
・
最
賃

事
業
主
の
皆
様
へ

「
嘉
島
町
雇
用・就
業
マ
ッ
チ
ン
グ

支
援
事
業
」
の
ご
案
内

　

嘉
島
町
は
地
方
創
生
の
取
り
組
み
の

一
環
で
、
雇
用
安
定
の
た
め
の
地
域
経

済
活
性
化
と
雇
用
の
場
の
確
保
を
目
的

に
「
嘉
島
町
雇
用
・
就
業
マ
ッ
チ
ン
グ

支
援
事
業
」
を
開
始
し
ま
す
。

　

町
企
画
情
報
課
内
に
雇
用
・
就
業
相

談
窓
口
を
開
設
、
町
内
事
業
所
を
対
象

と
し
た
求
人
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
公
開
し
て
、
求
職
者
及
び
事
業
所
の

求
人
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

求
人
情
報
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
事

業
所
は
、
事
前
に
参
加
申
込
み
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（htpp://w
w
w
.tow
n.kashim

a.kum
am
oto.jp

）
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
送
付
い
た
だ
く
か
、
企
画
情

報
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
企
画
情
報
課

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
４
１
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本
園
舎
及
び
第
２
園
舎

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
を
し
、
当
日
は
必

ず
保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た

場
合
、
す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り

ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

個
別
の
園
見
学
に
つ
い
て
も
随
時
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

幼
光
保
育
園

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
６
０
１

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

新
春
サ
ッ
カ
ー

新
春
５
人
制
サ
ッ
カ
ー
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

サ
ッ
カ
ー
愛
好
者
に
よ
る
５
人
制
の
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

１
月
24
日
（
日
）
９
時
開
会

○
場
所　

嘉
島
町
ス
ポ
ー
ツ
交
流
広
場

○
参
加
資
格

　

中
学
生
以
上（
男
女
不
問
）。
１
チ
ー

ム
５
〜
10
名
（
う
ち
代
表
者
１
名
）

　

参
加
チ
ー
ム
数
を
12
チ
ー
ム
以
内
と

す
る
た
め
、
受
付
順
に
決
定
。

○
参
加
申
込
期
間

　

１
月
12
日
（
火
）
〜
１
月
20
日
（
水
）

手
当
支
給

在
宅
介
護
者
手
当

　

嘉
島
町
内
の
自
宅
で
家
族
を
介
護
し
、

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
に
、
慰

労
金
と
し
て
「
在
宅
介
護
者
手
当
」
を

支
給
し
ま
す
。

○
要
件　

基
準
日
（
平
成
28
年
１
月
１

日
）
に
お
い
て
６
カ
月
以
上
の
期
間
、

要
介
護
３
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方
を
介
護
し
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、

平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12
月
31

日
ま
で
の
１
年
間
で
施
設
入
所
（
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
ィ
等
）
及
び
入
院
期
間
が
合

わ
せ
て
４
カ
月
（
１
２
２
日
）
を
超
え

て
い
な
い
方

○
支
給
額　

　

１
万
円
（
年
１
回
３
月
支
給
）

○
申
請
方
法　

２
月
10
日
（
水
）
ま
で

に
、
印
鑑
・
介
護
保
険
証
を
持
参
の
う

え
、
嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
設
置

の
申
請
書
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

○
支
給
決
定　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
調
査
の
う
え
決
定
し
ま
す

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
９
８
１

子
育
て

も
う
す
ぐ
ひ
な
祭
り

第
７
回
親
子
教
室
参
加
者
募
集

○
日
時　

　

２
月
18
日
（
木
）
９
時
半
〜
11
時
半

○
場
所　

鯰
公
民
館

○
内
容　

・
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う
！
歌
お
う

・
コ
ル
ク
ボ
ー
ド
で
ア
レ
ン
ジ
壁
飾
り

・ 

行
事
食
（
洋
風
ち
ら
し
ず
し
・
は
ま

ぐ
り
の
ス
ー
プ
）

○ 
講
師　

そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら

ん
ス
タ
ッ
フ

○ 
参
加
費　

一
家
族
５
０
０
円
（
材
料

費
と
一
日
保
険
料
）

○
定
員　

先
着
６
家
族

○
申
込
締
切　

１
月
31
日
（
日
）

※
住
所
・
氏
名
（
お
子
さ
ん
も
）・
連

絡
先
・
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

そ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
て
ご
ら
ん

　
　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
３
７－

１
３
４
７

幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時

　

１
月
21
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所

　

幼
光
保
育
園　

　

※
閉
庁
日
を
除
く
８
時
半
〜
17
時

○
参
加
料　

３
０
０
０
円　

　

※
申
込
時
に
納
入

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
体
育
協
会
サ
ッ
カ
ー
部

　
　

杉
本
（
嘉
島
町
役
場
建
設
課
内
）

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
９
７

相　

談　
心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

１
月
27
日
（
水
）　

弁
護
士

　

２
月
24
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
９
８
１
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飲
料
水
の
水
質
検
査

　

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採

水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

検
査
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
検
査
費
用

　

11
項
目　

３
２
４
０
円
程
度

※
項
目
数
等
で
費
用
額
が
異
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）。
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
１
９

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
ロ
ー
ン
の
契
約
問

題
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
な
ど
、

消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
向
け
て
、

消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

第
１
、
３
火
曜
日
に
は
、
無
料
法
律

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
２－

３
１
１
１

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

申
告
相
談
・
確
定
申
告
無
料
相
談

　

税
務
署
が
開
設
す
る
申
告
相
談
会
場

及
び
税
理
士
会
に
よ
る
確
定
申
告
無
料

相
談
会
場
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
書
は
会
場
内
で
作
成
・
提
出
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
作
成
し
、
印
刷
し
て
郵
便

又
は
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
り
提
出
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

《
税
務
署
開
設
の
申
告
相
談
》

○
開
設
場
所　

熊
本
東
税
務
署
（
熊
本

市
東
区
東
町
３
丁
目
２
番
53
号
）

○
開
設
期
間　

２
月
16
日
（
火
）
〜
３

月
15
日
（
火
）
※
土
、
日
除
く
。
２
月

21
日
、
28
日
に
限
り
日
曜
日
開
設

○
受
付
時
間　

９
時
〜
16
時

《
税
理
士
会
の
確
定
申
告
無
料
相
談
》

○
開
設
場
所　

熊
本
東
税
務
署

○
開
設
期
間　

２
月
10
日
（
水
）
〜
２

月
15
日
（
月
）
※
土
、
日
、
祝
日
除
く

○
受
付
時
間　

９
時
〜
16
時

　

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
、
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
公
共
交
通
機
関
の
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
期
限
間
際
は
申
告
会
場
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
早
め
の
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
東
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
６
９－

５
５
６
６

環　

境
家
庭
ご
み
は
適
切
な
処
理
を
！

　

家
庭
な
ど
か
ら
出
た
ご
み
を
以
前
か

ら
の
習
慣
か
ら
庭
先
等
で
燃
や
す
方
が

お
ら
れ
ま
す
が
、
平
成
13
年
４
月
に
施

行
さ
れ
た
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
家
庭
ご
み

で
焼
却
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
も
自

分
で
焼
却
処
分
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ

ま
し
た
。
違
反
す
る
と
法
律
に
よ
っ
て

罰
せ
ら
れ
ま
す
。（
公
益
上
も
し
く
は

社
会
の
習
慣
上
や
む
を
得
な
い
廃
棄
物

の
焼
却
又
は
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に

与
え
る
影
響
が
軽
微
で
あ
る
廃
棄
物
の

焼
却
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除

く
）

　

廃
棄
物
の
不
適
正
な
処
理
を
防
止
す

る
た
め
、
野
外
で
の
廃
棄
物
の
焼
却
は

一
定
の
例
外
を
除
い
て
罰
則
の
対
象
と

し
た
も
の
で
す
。

　

家
庭
か
ら
発
生
し
た
廃
棄
物（
ご
み
）

は
野
外
焼
却
を
せ
ず
に
、
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
る
も
の
と
可
燃
ご
み
に
分
別
し
て

集
積
所
に
出
す
な
ど
適
切
な
処
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
１
９
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１
月
15
日
（
金
）
〜
１
月
24
日
（
日
）

○
試
験
地　

熊
本
市

　

受
験
願
書
等
は
、
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防
局
、

熊
本
県
下
消
防
本
部
及
び
熊
本
県
総
務

部
市
町
村
・
税
務
局
消
防
保
安
課
に
配

置
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究

　
　
　

セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

　
　
　
　
　

☎
３
６
４－

５
０
０
５

健　

康
は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

１
月
か
ら
２
月
は「
は
た
ち
の
献
血
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
す
。

　

献
血
者
が
減
少
し
が
ち
な
冬
期
は
、

輸
血
用
血
液
が
不
足
し
や
す
い
季
節
で

す
。
こ
の
た
め
、
熊
本
県
で
は
、
１
月

か
ら
２
月
ま
で
の
２
カ
月
間
、
成
人
式

を
迎
え
る
「
は
た
ち
」
の
若
者
を
中
心

に
、
広
く
県
民
の
皆
様
に
対
し
て
献
血

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

特
に
若
い
人
た
ち
で
、
献
血
を
し
た

こ
と
が
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

《
１
月
の
献
血
予
定
》

○
日
時

　

１
月
22
日
（
金
）
９
時
半
〜
12
時

○
場
所　

嘉
島
町
役
場

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

試　

験
消
防
設
備
士
試
験

○
試
験
の
種
類　

　

甲
種
全
類
、
乙
種
全
類

○
試
験
日　

３
月
13
日
（
日
）

○
願
書
受
付
期
間

【
書
面
申
請
】

　

１
月
18
日
（
月
）
〜
１
月
27
日
（
水
）

【
電
子
申
請
】

見守り新鮮
情報 1 月号

マイナンバー制度に
 便乗した詐欺に注意

事例１ 「マイナンバー制度の導入に伴い、個人情報を調査中である」と言って、女性が来訪し、資産や保険
の契約状況などを聞かれた。本当に行政機関がそのような調
査をしているのか。 （60 歳代　女性）

事例２ 若い男性から「マイナン
バーが順次届いており、

みんな手続きをしているが、あな
たは手続きしたか」との電話があっ
た。「まだしていない」と答えると、
「早く手続きをしないと刑事問題に
なるかもしれない」などと言われ、
不審に思った。 （70 歳代　男性）

● マイナンバーの通知や利用手続
き等で、国や自治体の職員が家
族構成、資産や年金・保険の状
況等を聞くことはありません。

● 不審な電話はすぐに切り、来訪
の申し出があっても断ってくだ
さい。不審なメールは無視しま
しょう。

● 万が一金銭を要求されても決し
て支払わないようにしましょう。

● 少しでも不安を感じたら、すぐにお住まいの自治体の消費生活セ
ンター等にご相談ください。（消費者ホットライン１８８番）。
※ なお、「通知カード」「個人番号カード」に関することや、その他
マイナンバー制度の問い合わせは、マイナンバー総合フリーダイ
ヤル 0120‒95‒0178（無料）で受け付けています。

本文イラスト：黒崎　玄
見守り新鮮情報　第235号改訂特別号（2015年11月18日）発行：独立行政法人国民生活センター
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

◎ 

交
通
事
故
〜
11
月
は
72
件
。
け

が
が
有
る
事
故
は
減
少
傾
向
で

す
が
、
け
が
が
無
い
事
故
は
増
加

傾
向
で
し
た
。

◎ 

刑
法
犯
〜
11
月
は
、
万
引
き
の

発
生
が
目
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、

減
少
傾
向
だ
っ
た
車
上
狙
い
も

発
生
し
ま
し
た
。

※ 

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
る
と
と

も
に
、
駐
車
す
る
際
、
自
転
車
や

車
の
ド
ア
の
ロ
ッ
ク
は
確
実
に

実
施
し
ま
し
ょ
う
！

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）平成 27 年 11 月末現在
交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H27.11 13 59 0 0 7 2 1 0

H27 累計 75 666 3 1 39 7 9 12

前年比 -20 +25 +1 0 +10 -7 +6 0

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H27.11 29 170 1 0 10 5 2 0

H27 累計 229 1982 10 2 52 23 19 28

前年比 -24 +98 -7 +1 +1 -17 +13 -1

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎２８２－１１１０　内線 261 ～ 264）

～みんなでつくろう
　　安全・安心の街～

１ 月 の 納 税 等 ３ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
町県民税…………………④　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ⑨　期介護保険料
保育所利用料……………１月分
下水道使用料………… 12月分
納期限日（口座振替日）
　　平成28年２月１日（月）

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ⑩　期介護保険料
保育所利用料……………３月分
下水道使用料……………2月分

納期限日（口座振替日）
　　平成28年３月31日（木）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

  1月27日

  2月10日
町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

１１０番は『 緊急通報専用電話 』です。
 ★１１０番通報する際は
　 ○何があったのか（事件か・事故か）
　 ○いつ（今か、何時頃か）
　 ○どこで（例：「嘉島町の・・・で」）
　 ○犯人の人相、着衣、逃走方向、車
　 ○被害の状況、被害品
　 ○あなたの住所、氏名、電話番号
　等を落ち着いて係員にお話しください。

 ★携帯番号・PHSからの１１０番は
　 ○必ず止まってから通報してください。
　　 （車を運転しながらの通報はできません）
　　 （徒歩でも、移動しながらの通話は途切れることがあります）
　 ○通報場所を正確に伝えてください。
　　 （県境付近では隣県警察につながる事があります。
　 ○通話終了後は、しばらく電源を切らないでください。
　　 （１１０番センターから不明な点をお尋ねする場合があります。
　　 ★緊急事件・事故以外の用件は

　管轄の警察署や交番・駐在所、警察相談電話「383－9110」
　または＃9110を利用してください。
　☎ 御船警察署 282－1110　☎ 嘉島交番 237－0044
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自分にできることを考えよう

　「同和問題は一部の特定の人の問題であり、自
分とは関係のない問題である」という意見があり
ますが本当にそうでしょうか？同和対策審議会答
申で指摘されているように、部落差別の背景には、
日本の社会・経済・文化体制が存在しています。
また、「自分には関係ない」とか、「一部の人の問
題」と考える無関心は、差別を容認し、問題の解
決を遅らせることにつながります。
　生活の中には、同和問題と関わりのある様々な
場面があり、それらは一部の人にだけ関わりのあ
ることではありません。この問題を自分に関わり
のある問題と捉えることは、自分自身の意識や態
度、行動について考えるきっかけとなります。
　これまで述べてきたように、同和問題の解決に
むけて社会的な取組みが必要であることは間違い
ありません。しかし、これらの取組みを、真の差
別解決につなげるためには、個人個人が同和問題
について正しい認識を持ち、それを自分のことと
して考え、差別をなくすために行動できる態度を
身につけることが求められます。

● 同和問題について正しい認識を持ちま
しょう

　部落差別には、誤った知識や予断・偏見が強く
関係していることが多くあります。同和問題につ
いて、次のような誤った認識を持たれることがよ
くありますが、それらに惑わされることなく、正
しい認識を持つことが大切です。

　同和問題は、教えるからかえって差別がひ
ろがるのでは？
　そっとしておけば自然になくなるのでは？
　「同和問題は、知らない人にまで教えなくてもい
いのではないか。」「教えるから、かえって差別が
広がるのではないのか。」という考えを持つ人がい
ます。これは、いわゆる「寝た子を起こすな」と
いう差別の現実を避けて通る姿勢から出てくる考
えだと言えます。しかし、本当にそっとしておけば、
同和問題は自然に解消していくものでしょうか。
　内閣府が平成１９年（2007）年に行った「人
権擁護に関する世論調査」では、「同和問題につ
いて初めて知ったきっかけは何からか？」という
問いに対し、「家族や近所、職場の人や学校の友
達から聞いた」と答えた人が 31.8％、「テレビ・
ラジオ・新聞・本等から」と答えた人が 13.3％
でした。一方で「学校の授業で教わった」と答え
た人が 19.7％、「自治体の広報誌や冊子等から」
と答えた人が1.8％、「同和問題の集会や研修会で
知った」と答えた人が2.6％でした。この結果から、
教育や啓発を通して同和問題を教えられる人より
も、様々な機会に周りから同和問題を教えられる
人の方がはるかに多いことがわかります。つまり、
教育や啓発をやめたとしても、何らかの形で同和
問題を知る機会は数多くあり、誤った認識が広ま
ることを防ぐことはできないということです。こ
のことは、解放令によって身分制度がなくなった
後、同和問題についての教育や啓発がほとんど行
われない時期が約100年間続いたにも関わらず、
部落差別が解消されることはなく、むしろ厳しさ
を増していったことからも明らかです。「教えるか
ら差別が広まる」という考え方は誤りです。

熊本県人権センター啓発資料より

「
ハ
ン
セ
ン
病
を
め
ぐ
る
人
権
」

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
起
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
は
「
人
権
」
と
ど
ん

な
関
係
が
あ
る
の
か
を
、「
あ
る

日
の
出
来
事
」
を
通
し
て
、
一
緒

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

● 

長
い
間
隔
離
さ
れ
、
差
別
さ
れ

た
人
々
の
苦
し
み

　
﹇
あ
る
日
の
出
来
事
﹈

　
『
テ
レ
ビ
を
見
て
い
て
』

　

こ
の
前
、
テ
レ
ビ
で
ハ
ン
セ
ン

病
に
つ
い
て
の
番
組
が
放
送
さ
れ

て
い
た
。
僕
は
そ
こ
で
、
ハ
ン
セ

ン
病
と
い
う
病
気
を
理
由
に
、
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
が
無
理
や
り
療

養
所
に
入
所
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
っ
て
そ
ん
な
に
恐

ろ
し
い
病
気
な
の
か
な
。
そ
う

思
っ
て
、
僕
は
お
父
さ
ん
に
聞
い

て
み
た
。「
お
父
さ
ん
、
ハ
ン
セ

ン
病
っ
て
人
に
う
つ
り
や
す
い
怖

い
病
気
だ
っ
た
の
？
」「
そ
う
じ
ゃ

な
い
ん
だ
。
感
染
力
は
弱
い
し
、

ず
い
ぶ
ん
昔
に
薬
も
で
き
て
い
た

ん
だ
よ
。
で
も
、
一
度
入
所
し
た

患
者
さ
ん
は
二
度
と
外
に
で
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
ん
だ
よ
」

　

療
養
所
で
隔
離
さ
れ
る
必
要
は

な
い
病
気
な
の
に
、
家
族
か
ら
引

き
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
の

気
持
ち
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
も

の
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。　

　

も
し
僕
が
、
大
好
き
な
人
と
一

緒
に
暮
ら
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
ら
…
と
考
え
る
と
と
て
も
悲
し

く
、
つ
ら
い
気
分
に
な
っ
た
。

●
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

　

国
は
、
明
治
以
降
長
い
間
、
ハ

ン
セ
ン
病
患
者
を
療
養
所
に
強
制

的
隔
離
す
る
な
ど
誤
っ
た
政
策
を

続
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
「
国
が
法
律
ま
で

つ
く
っ
て
隔
離
す
る
の
だ
か
ら
、

ハ
ン
セ
ン
病
は
感
染
し
や
す
い
怖

い
病
気
」
と
い
う
偏
見
を
助
長
し
、

患
者
だ
け
で
は
な
く
そ
の
家
族
も

結
婚
や
就
職
、
近
所
づ
き
あ
い
を

拒
ま
れ
る
な
ど
、
社
会
か
ら
厳
し

い
差
別
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
、

本
名
を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

子
ど
も
を
産
む
こ
と
が
許
さ
れ
な

い
、
と
い
っ
た
、
患
者
さ
ん
が
長

い
間
強
い
ら
れ
て
き
た
苦
し
み
を

皆
さ
ん
は
想
像
で
き
ま
す
か
？

同和問題を知っていますか

（
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
啓
発
資
料
よ
り
）

人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その286〕

同和問題は人権問題
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「くまもと食で育む命・絆・夢プラン」に沿って

食育推進シリーズ

八幡巻き
〈材料〉 （2人分）
牛薄切り肉 2 枚
ごぼう 1/3 本
にんじん 1/3 本
いんげん 4 本
だし汁 80 cc
砂糖 小さじ 2
しょうゆ 小さじ 2/3
酒 大さじ 1
みりん 大さじ 1
しょうゆ 大さじ 1

⎧
A⎨
⎩
⎧
B⎨
⎩

〈作り方〉
①　 ごぼう、にんじんは 8cm 長さの拍子切りにする。
Aをフライパンに入れ、ごぼうを先に煮る。弱火の中
火で 5分煮たらにんじんを入れる。

②　 にんじんを入れてまた 5分したら、次にいんげんを入
れる。煮汁が少なければ少しだし汁を足して 2分ほど
で火を止める。

③　 牛肉を開いて野菜をそれぞれ 2本ずつ入れ斜めにしっ
かり巻く。

④　 油を薄くひいたフライパンで巻き終わりを下にして焼
き、裏返して焼き色がついたら Bのあわせ調味料を
入れ、ふたをして 3分中火で焼く。ふたをはずして
1～ 2分焼いて煮詰める。

⑤　冷めてから包丁で切り、盛り付ける。
　　 （エネルギー 136kcal、たんぱく質 7.4g、脂質 5.3g
食塩相当量 1.5g）

サーモンのカブ巻き
〈材料〉 （2人分）

カブ 1/2 個

スモークサーモン 4 枚

（または生ハム）

三つ葉 2 本

山いも 適宜

柚子 適宜

〈作り方〉
①　 かぶを 2mm程度の薄切りにし、塩水（分量外）にし
なるまでつけておく。

②　三つ葉に熱湯をかけて、しなるまでつけておく。
③　 スモークサーモン（または生ハム）を端からくるくる
とまいておく。

④　 かぶと三つ葉の水分をキッチンペーパーで吸い取る。
カブの上にサーモン、拍子切りにした山いもをのせて、
三つ葉でくるっと 2回ほど巻き片結びする。

⑤　ゆずを絞って食べる。
　　 （エネルギー 50kcal、たんぱく質 6.3g、脂質 1.1g
食塩相当量 0.8g）

嘉島町食生活改善推進員協議会

カブを薄くスライスする時は、スライサーを使うと便利ですが、
包丁で切って、塩水につけておくとしんなりしますので、生ハ
ムやスモークサーモンも巻きやすくなります。
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End of Second Semester
　Somehow second semester is already almost 
over. Do you have any plans for Winter Break？ 
I’m thinking of going to Miyajima with a friend 
of mine. He lives in Korea at the moment and 
teaches English. He wants to come to Japan for 
the first time, and hopefully I’ll get to accom-
pany him. I’ve never been to Miyajima before. 
I really want to try momiji manju ‒ they look 
delicious！
　Meanwhile second semester is winding down. 
The junior high school students have finished 
their exams and can look forward to a bit of a 
break. I got to give a presentation on Ameri-
can winter holidays to the second graders. We 
talked about Christmas and how the celebra-
tions differ in America and Japan. It was cool to 
talk to the students about how they celebrate 
Christmas in Kumamoto.
　At Nishi Elementary the students had their 
Gakkushuu Happyoukai the other week. It was 
really cool ! As I mentioned before, the sixth grad-
ers performed skits based on Urashimatarou 
and Momotarou ‒ all in English. I thought they 
did a magnificent job. They all spoke English 
quite well and also managed to tell the stories 

in an interesting way. I always think the set pieces and costumes are incredible at 
these events. The students and teachers in Kashima are so creative!
　I love watching events like the Happyoukai because we don’t really have them in 
America. We do other types of performances at school, but the Happyoukai are re-
ally special. I like that the students have the opportunity to act and dance and work 
together creatively on a regular basis. 
　Enjoy the rest of the semester, and have a Merry Christmas！

二学期の終わり
　もうすぐ二学期が終わります。皆さんは、冬休みの
計画はありますか？私は友達と一緒に宮島へ行く予定
です。その友達は韓国に住んでいて、英語を教えてい
ます。日本に行ってみたいと話していて、一緒に旅行
ができたら楽しいと思っています。私も宮島には行った
ことがありません。“もみじまんじゅう”が食べたいです !
　中学生は、二学期の期末テストが終わりました。今
からちょっとゆっくりできそうです。中学校で、アメリカの
冬の休日について授業をしました。２年生と一緒にクリ
スマス等について話をしたり、アメリカと日本のお祝いの
仕方の違いを考えたりしました。熊本のクリスマスのこと
を聞くことができて面白かったです。
　西小学校では、学習発表会がありました。先月号で

話していたように、６年生が浦島太郎と桃太郎に関す
る劇を英語で発表しました !　本当にカッコ良かったで
す。英語で上手にそれぞれの物語を面白く伝えていま
した。衣装も舞台セットも本当に素晴らしいと思いまし
た。嘉島町の先生方も子どもたちも本当に独創的です !
　私は、学習発表会のようなイベントを見るのが大好
きです。アメリカには、そのようなイベントがありません。
他のパフォーマンスのようなことはありますが、日本の発
表会は本当に特別だと思います。子どもたちはダンスを
したり、劇をしたりする機会があって良いなぁと思います。
　皆さん !　二学期を最後まで楽しんで、良いクリスマ
スを過ごしてください !

※二学期終了前に原稿を作成しています。

Charlotte Delautre
シャーロット・デロトレ

嘉島西小６年生と外国人との
国際交流会で　　　　　　　
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小田　真央さん
（嘉島中学校２年）

𠮷富　雪子さん（北甘木）松本　恵子さん（鯰）

天
高
く
か
ら
っ
と
し
た
日
に
ふ
と
ん
干
す
飛
行
機
雲
も
一
直
線
に 

大
塚
シ
ズ
子

た
の
し
み
は
こ
の
私
で
も
ど
ん
な
歌
が
で
き
る
か
指
折
り
考
え
る
と
き 

川
原　

涼
子

農
業
止
め
て
久
し
き
納
屋
内
の
鍬
に
声
か
く
さ
び
し
く
な
い
か
と 

北
澤
喜
美
子

交
差
点
の
信
号
渡
る
コ
ン
バ
イ
ン
あ
た
り
の
空
気
ひ
と
舐な

め
に
し
て 

工
藤　

明
子

習
ひ
た
る
玉
留
め
の
針
し
か
と
持
ち
千
人
針
差
す
小
五
の
吾
は 

栗
﨑　

房
子

い
き
な
り
団
子
ほ
っ
か
ほ
か
と
蒸
し
上
が
る
茗み

ょ
う
が荷

の
香
り
漂
わ
せ
つ
つ 

栗
﨑　

廉
子

あ
い
さ
つ
の
声
か
く
れ
ば
引
く
大
根
う
ま
か
ば
い
た

4

4

4

4

4

4

と
葉
ご
と
い
た
だ
く 

境　
　

益
代

竿
に
か
く
る
幼
の
シ
ャ
ツ
に
止
ま
り
ゐ
る
天
道
虫
は
草
の
葉
に
置
く 

榊
原
レ
イ
子

や
は
ら
か
き
葉
だ
け
を
え
ら
び
摘
み
て
を
り
こ
と
し
最
後
の
と
う
が
ら
し
の
葉 

津
出
ト
ヨ
子

陽
を
仰
ぐ
ひ
ま
わ
り
畑
明
る
み
て
写
真
撮
る
人
画
を
描
く
人 

冨
永　

照
代

カ
タ
カ
ナ
の
言
葉
を
孫
は
並
べ
た
て
ス
マ
ホ
を
教
ゆ
真
顔
の
夫つ

ま

に 

橋
本
ユ
キ
子

今
年
種
お
ち
て
二
度
目
の
花
咲
か
す
百
日
草
の
花
色
冴
ゆ
る 

三
池　

淑
惠

焼
き
立
て
の
パ
ン
に
一
匙さ

じ

飴
色
の
柚
子
ジ
ャ
ム
添
え
て
今
日
は
立
冬 

本
住　

晴
美

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

暮
れ
の
あ
る
日
、
嘉
島
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
が
、

自
分
た
ち
で
つ
い
た
と
い
う
お
餅
を
届
け
て
く
れ
、

あ
り
が
た
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

23
日
の
天
皇
誕
生
日
に
は
、
思
い
が
け
な
く
宮

中
の
宴
会
に
お
招
き
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
天
皇

皇
后
両
陛
下
と
ご
皇
族
方
、
安
倍
総
理
は
じ
め
三

権
の
長
、
各
界
代
表
な
ど
を
前
に
、
82
歳
を
迎
え

ら
れ
た
陛
下
は
感
謝
の
お
言
葉
と
と
も
に
、
国
民

の
幸
せ
を
願
わ
れ
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
た
く
、

感
激
し
ま
し
た
。
ま
た
雅
楽
が
流
れ
る
な
か
宮
中

料
理
も
大
変
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
東
部
台
地
の
「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
や

芝
原
地
区
の
区
画
整
理
な
ど
が
本
格
化
、
嘉
島
町

に
と
っ
て
は
さ
ら
な
る
飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す
。

　

皆
様
に
と
り
ま
し
て
も
よ
り
よ
き
年
に
な
り
ま

す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

意

輪

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
） 

　
　

平
成
27
年
12
月
18
日
現
在

一　

般　

寄　

付

12月の
　　  町長の動き

荒木町長談

1日 ・庁内常会及び課長会議　　・ＴＫＵ訪問
 ・嘱託員感謝状贈呈　　・九電工来庁応対
 ・熊本中央一般廃棄物処理施設協議会事前協議
2日 ・県選出国会議員への要望活動
3日 ・全国町村会正副会長・監事合同会議
 ・全国町村会正副会長会
 ・「町村の振興を考える会」意見交換会
4日 ・嘉島町議会定例会　～7日
 ・上益城消防組合管理者会議及び議会
 ・熊本県知事への要望活動
 ・熊本県町村会評議員会
5日 ・国の補正予算に対する要望聴取の会
6日 ・第 10 回かみましき人権フェスタ２０１５
7日 ・課長会議
８日 ・嘉島中央土地改良区役員会
9日 ・総合型地域クラブ設立準備委員会来庁応対
 ・嘱託員会議
10日 ・東部台地ネーミング最終審査会
 ・嘉島町高齢者相談員懇親会
11日 ・固定資産評価審査委員辞令交付式
 ・芦北町長総務大臣表彰祝賀会
 ・嘉島町職員組合忘年会
12日 ・農事組合法人かしま広域農場事務所開所式
14日 ・課長会議　　・熊本県共同募金会来庁応対
 ・阿蘇くまもと空港国際線記念式典及びレセプション
 ・ＴＫＵ年忘れ謝恩会
15日 ・高田堰掛土地改良区役員会
16日 ・全国町村会来庁応対　　・西部ガス来庁応対
 ・九州町村会事務局長会
17日 ・嘉島町老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会
 ・熊本県土地改良事業団体連合会来庁対応
 ・千里殖産来庁対応
 ・熊本県社会福祉協議会役員会及び評議員等研修会
 ・熊本県農業再生協議会通常総会
 ・熊本中央一般廃棄物処理施設協議会町村長会議
18日 ・熊本県土地改良事業団体連合会来庁応対
 ・益城クリーンセンター管理者会議及び全員協議会
20日 ・第 40 回上益城郡町対抗駅伝大会
 ・熊本中央一般廃棄物処理施設協議会
21日 ・課長会議　　・熊本市繁華街クリーンアップ作戦
 ・熊本県土地改良事業団体連合会第 3回理事会
22日 ・熊本中央一般廃棄物処理施設協議会町村長会議
 ・定期監査報告　　・嘉島町農業委員会懇親会
23日 ・天皇誕生日宴会の儀
24日 ・熊本中央一般廃棄物処理施設協議会
25日 ・東部台地ネーミング表彰式
 ・上益城郡町村会町長会議
28日 ・課長会議　　・上益城郡町村会仕事納めの式
 ・熊本県共同募金会仕事納めの式
 ・熊本県町村会仕事納めの式
 ・上益城広域連合仕事納めの式
 ・嘉島町社会福祉協議会仕事納めの式
 ・嘉島町役場仕事納めの式
 ・嘉島町消防団年末警戒巡視

餅を届けてくれた嘉島幼稚園さくら組の園児たちと町長室で

　

こ
の
た
び
、
左
記
の
方
々
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地

域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下

さ
い
」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

福
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敏
之　

様
（
鯰
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亡　
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石
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坂
井　

英
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（
上
島
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亡　

隆　

様

　

森
本　

孝
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様
（
上
仲
間
）

　
　
　

亡　

孝
行　

様

　

田
口　

燿
子　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

博
美　

様

　

𠮷
田　

美
枝
子　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

信
行　

様

　

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

池
上　

昭
徳　

様 

　

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

　

辛
島　

如
子　

様 

　

（
東
京
都
品
川
区
）

嘉
島
町
へ
の
ふ
る
さ
と
寄
附
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嘉島町の人口動態
平成27年12月31日現在

（前月比）

人   口 9,224 人　

　男　　 4,434 人　

　女　　 4,790 人

世帯数　 3,405 世帯（＋ 2）

 

  
 
  

  

  「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係
に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のう
えsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

 

笑顔がすてきな女の子に
育ってください

ご両親：吉田良平さん　泰葉さん（鯰）
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
昨
年
を
振
り
返
る
と
色
々
な
事
が
あ

り
ま
し
た
が
、
安
保
関
連
法
案
や
世
界

で
頻
発
す
る
テ
ロ
事
件
な
ど
で
人
々
を

不
安
に
さ
せ
た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
一

年
を
表
す
漢
字
に
「
安
」
が
選
ば
れ
ま

し
た
。「
安
心
し
て
く
だ
さ
い…

」
な

ど
も
あ
り
ま
し
た
が
。

　
本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
良
き
年

と
な
る
よ
う
誌
面
を
通
し
て
安
心
・
安

全
と
多
く
の
方
の
笑
顔
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
、
老
体
に
鞭
打
っ
て
駆
け
回
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
係
）

吉
田
　
乃
彩
（
の
あ
）
ち
ゃ
ん

平
成
27
年
５
月
６
日
生

（＋ 1）

（＋ 7）

（＋ 8）

1月 10日（日）　　　さかた耳鼻咽喉科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３７－４１３３
1月 11日（月・祭）　よしむら内科・循環器科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３５－７７７３
1月 17日（日）　　　からしま小児科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３５－６３３３
1月 24日（日）　　　田上皮ふ科クリニック（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８１－１１１２
1月 31日（日）　　　大串内科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３４－７８７３
2月 7 日（日）　　　山地外科胃腸科医院（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３７－０００３
　　　　　　　　 古閑整形外科胃腸科医院
　　　　　　　　　　　　　☎２８４－２０１０
2月 11日（木・祭）　笹原外科胃腸科医院（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－００７０
2月 14日（日）　　　さかた耳鼻咽喉科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３７－４１３３

　滝河原サロン「きずな」の皆さん。11月25日のサロンは記念すべき88回目の活動となり、88歳の米寿を迎えた4人のメンバ
ーの方たちと一緒にお祝いをしました。
　米寿お祝いの方は、右側写真の前列左から２人目より、榊原レイ子さん、西山千鶴子さん、田端一枝さん、東矢勤さん

発

　

発行所 嘉島町

　　　　　　　


